
まちの話題 まちづくりの功績を称えて　平成24年度功労者・善行者表彰式を実施　　　

清らかな音色に聴き入る　リコーダーセミナーコンサート開催

特　集 「安全で安心な生活の実現」を目指して

今月の表紙　　津別中学校吹奏楽部第10回定期演奏会　～ 記念演奏会に卒業生も参加しました ～

温故知新
仕事を引退後も活動的に過ごす
柏町　糸尾 健一さん



○
ク
リ
ー
ン
農
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

ク
リ
ー
ン
農
業
と
は
、
た
い
肥
な
ど
の
有

機
物
を
使
っ
た
「
土
づ
く
り
」
に
努
め
、
農

薬
や
化
学
肥
料
の
使
用
を
必
要
最
小
限
に
と

ど
め
る
な
ど
、
農
業
の
自
然
循
環
機
能
を
維

持
・
増
進
さ
せ
、
環
境
と
の
調
和
に
配
慮
し

た
、
安
全
・
安
心
、
品
質
の
高
い
農
畜
産
物

の
生
産
を
進
め
る
農
業
で
す
。

ク
リ
ー
ン
農
業
に
は
、
農
薬
や
化
学
肥
料

を
一
切
使
用
し
な
い
「
有
機
農
業
」
と
農
薬

や
化
学
肥
料
の
使
用
量
を
相
当
程
度
抑
え
た

「
低
投
入
型
農
業
」
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

○
有
機
農
畜
産
物
の
生
産

津
別
町
に
は
、
日
本
農
林
規
格
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
）

の
認
証
を
取
得
し
た
農
畜
産
物
が
生
産
さ
れ

て
い
ま
す
。
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
マ
ー
ク
は
、
太
陽

と
雲
と
植
物
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
マ
ー
ク
で
す
。

農
薬
や
科
学
肥
料
に
頼
ら
な
い

で
、
自
然
界
の
力
で
生
産
さ
れ

た
食
品
を
表
し
て
お
り
、
農
産

物
、
加
工
食
品
、
飼
料
や
畜
産

物
に
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

明
治
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
牛
乳
は
津
別
を
代
表

す
る
有
機
畜
産
物
で
す
。
そ
の
他
に
も
玉
ね

w
車
間
距
離
は
、
路
面
乾
燥
時
の
２
倍
以
上

確
保
す
る
！

e
急
加
速
、
急
ブ
レ
ー
キ
、
急
ハ
ン
ド
ル
等

の
急
激
な
操
作
を
避
け
る
！

r
視
界
不
良
時
は
、
前
方
を
よ
く
見
て
早
め

に
徐
行
す
る
！

t
無
理
な
追
い
越
し
は
し
な
い
！

○
年
末
の
防
犯
対
策

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
と
な
り
ま
し

た
。
年
末
が
近
づ
く
と
、
人
や
車
の
動
き
が

何
か
と
慌
た
だ
し
く
な
り
、
そ
の
た
め
色
々

な
事
故
、
事
件
が
多
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。全

国
的
に
、
振
り
込
め
詐
欺
を
は
じ
め
と

す
る
特
殊
詐
欺
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
自
分

は
絶
対
大
丈
夫
と
思
わ
ず
「
す
ぐ
に
振
り
込

ま
な
い
」「
一
人
で
振
り
込
ま
な
い
」
を
心
掛

け
、
振
り
込
む
前
に
、
ま
ず
家
族
や
警
察
に

相
談
す
る
な
ど
、
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
十

分
注
意
が
必
要
で
す
。

町
で
は
、
物
や
サ
ー
ビ
ス
の
購
入
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

現
在
で
は
、
店
舗
で
の
購
入
だ
け
で
な
く
、

「
訪
問
販
売
」
や
「
電
話
に
よ
る
勧
誘
」
等
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
物
・
サ
ー
ビ
ス
の
購
入
契
約

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
契
約
の
中
に
は
、
相
手
（
業

者
）
側
か
ら
強
く
勧
め
ら
れ
る
ま
ま
に
、
内

容
を
よ
く
理
解
し
な
い
で
結
ん
で
し
ま
う
も

の
も
あ
り
、
そ
の
後
に
よ
く
考
え
て
み
る
と
、

「
自
分
に
は
必
要
な
か
っ
た
の
に
」
と
悔
や
ん

で
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
時
に
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
相

談
し
て
下
さ
い
。

ど
う
い
っ
た
契
約
か
に
よ
り
ま
す
が
、「
ク

ー
リ
ン
グ
オ
フ
」
に
よ
っ
て
契
約
を
解
除
で

き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

「
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
」
は
、
そ
の
契
約
内
容

に
よ
っ
て
「
８
日
間
〜
20
日
間
」
の
間
に
、

解
約
す
る
意
志
を
業
者
に
通
知
す
れ
ば
、
一

方
的
に
契
約
を
解
除
で
き
る
制
度
で
す
。

困
っ
た
場
合
に
は
、
す
ぐ
相
談
し
て
下
さ
い
。

町
内
で
も
、
悪
質
業
者
に
よ
る
被
害
が
発

生
し
て
お
り
、「
し
つ
こ
い
勧
誘
を
受
け
て
困

っ
て
い
る
」「
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
を
受
け

て
い
る
」
な
ど
の
事
態
が
起
こ
っ
た
と
き
は
、

相
談
し
て
下
さ
い
。

相
談
窓
口
は

◎
役
場
商
工
観
光
担
当

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
５
８
）

◎
美
幌
消
費
者
協
会
　
†
72-

０
３
６
６

○
持
続
性
の
高
い
農
業
生
産
方
式
の
導
入

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
農
業
者

こ
の
他
、
津
別
町
に
は
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー

認
定
農
業
者
と
し
て
、
土
づ
く
り
や
減
化
学

肥
料
・
減
農
薬
な
ど
の
環
境
に
優
し
い
農
業

に
取
り
組
ん
で
い
る
農
業

者
が
い
ま
す
。
現
在
、
38

戸
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、

持
続
性
の
高
い
農
業
生
産

方
式
の
導
入
（
た
い
肥
等

施
用
技
術
・
化
学
肥
料
低
減
技
術
・
化
学
農

薬
低
減
技
術
）
に
関
す
る
５
か
年
計
画
を
立

て
、
馬
鈴
し
ょ
・
人
参
・
玉
ね
ぎ
・
南
瓜
・

レ
タ
ス
・
メ
ロ
ン
・
す
い
か
・
ア
ス
パ
ラ
な

ど
、
１
１
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
で
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
生
産
履
歴
（
栽
培
履
歴
）
の
記
帳

消
費
者
が
求
め
る
安
全
安
心
の
根
拠
情
報

と
し
て
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
（
追
跡
可

能
性
）
の
仕
組
み
に
お
け
る
、
生
産
、
出
荷

段
階
の
履
歴
情
報
と
し
て
生
産
履
歴
（
栽
培

履
歴
）
の
公
開
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

津
別
町
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
農
産
物
を

生
産
す
る
に
あ
た
り
、
育
苗
か
ら
栽
培
、
収

穫
、
収
穫
後
の
加
工
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
工
程

で
行
っ
た
作
業
を
履
歴
と
し
て
記
録
し
、
消

費
者
や
納
品
先
の
求
め
に
応
じ
て
提
出
で
き

る
よ
う
に
、
作
業
記
録
や
栽
培
日
誌
と
し
て

ほ
場
ご
と
に
作
成
し
て
い
ま
す
。

○
環
境
と
安
全
に
配
慮
し
た
農
業

農
業
の
基
本
的
な
役
割
は
、
私
た
ち
が
生

き
て
い
く
上
で
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
食
料

の
生
産
で
あ
り
、
食
の
安
全
を
確
保
す
る
こ

と
は
、
私
た
ち
が
健
康
に
生
き
て
い
く
上
で
、

と
り
わ
け
重
要
で
す
。
ま
た
、
農
業
は
、
食

料
の
生
産
だ
け
で
な
く
、
国
土
の
保
全
、
水

源
の
か
ん
養
、
自
然
環
境
の
保
全
や
美
し
い

景
観
形
成
な
ど
様
々
な
多
面
的
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
多
面
的
な
機
能
は
、

農
業
が
環
境
と
調
和
す
る
形
で
適
切
に
営
ま

れ
て
こ
そ
発
揮
さ
れ
る
も
の
で
す
。

○
冬
道
の
交
通
事
故
に
注
意

い
よ
い
よ
冬
本
番
で
す
。
冬
道
は
、
路
面

の
凍
結
、
積
雪
ま
た
は
降
雪
に
よ
り
、
通
常

時
に
比
べ
て
ス
リ
ッ
プ
事
故
等
、
少
し
の
油

断
が
大
き
な
事
故
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

「
冬
道
の
安
全
運
転
５
則
」
を
守
っ
て
、
ス

リ
ッ
プ
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

q
ス
ピ
ー
ド
は
、
夏
場
よ
り
10
キ
ロ
以
上
減

速
す
る
！

「安全で安心な生活の実現」を目指して特集

住民が安全で安心できる生活の実現に向けて、様々な取り組みがされて

います。今回は、生きていく基本となるものから「食」、一人ひとりの自覚

が求められるものから「消費生活」、そして、地域の人たちが協力し合って

いるものから「交通安全と防犯」、この３つをキーワードに、安全で安心の

地域づくりの取り組みをご紹介します。

食
の
安
全
と
安
心
の
実
現
に
向
け
て

ぎ
・
馬
鈴
し
ょ
・
人
参
・
南
瓜
・
ア
ス
パ
ラ

が
有
機
農
産
物
と
し
て
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
特
別
栽
培
農
産
物
の
生
産

津
別
町
玉
葱
振
興
会
減
農
薬
栽
培
研
究
会

で
は
、「
北
の
ク
リ
ー
ン
農
産
物
表
示
制
度

『
Ｙ
Ｅ
Ｓ
！
　
ｃ
ｌ
ｅ
ａ
ｎ
』」（
イ
エ
ス
！
ク

リ
ー
ン
）
に
登
録
し
、
減
農
薬
の
玉
ね
ぎ
生

産
を
行
っ
て
い
ま
す
。

北
の
ク
リ
ー
ン
農
産
物
表
示
制
度
に
登
録

さ
れ
る
た
め
に
は
、
通
常
の
農
薬
使
用
回
数

の
５
割
以
下
が
基
準
と
さ
れ
て
お
り
、
生
産

集
団
の
構
成
員
に
よ
る
「
栽
培
基
準
」「
栽
培

協
定
」
を
作
成
し
北
海
道
協
議
会
へ
申
請
し

認
証
を
受
け
ま
す
。
認

証
さ
れ
る
と
愛
称
の

『
Ｙ
Ｅ
Ｓ
！
ｃ
ｌ
ｅ
ａ

ｎ
』
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
と

と
も
に
栽
培
内
容
な
ど

が
セ
ッ
ト
で
表
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

北
の
ク
リ
ー
ン
農
産
物
表
示
制
度
は
、
地

域
ぐ
る
み
の
取
り
組
み
を
目
指
す
も
の
で
、

「
個
人
で
は
な
く
、
個
々
の
生
産
者
の
ま
と
ま

り
で
あ
り
、
地
域
的
に
取
り
組
む
」
と
い
の

が
特
徴
で
す
。

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す

＜イエス！クリーンマーク＞

＜有機JASマーク＞

＜エコファーマーマーク＞

目
指
せ
、
安
全
で

安
心
な
津
別
町



９
月
３
日
以
前
に
住
民
登
録
し

町
内
に
住
ん
で
い
る
人
が
対
象

入場券を渡す

投票用紙の交付 比例代表と国民審査の記載

比例代表と国民審査の
投票用紙をもらう

比例代表は政党名などを書く

投　票

お
わ
り

津
別
で
投
票
で
き
る
人
は

20
歳
以
上
で
、
住
民
登
録
し
て
お
り
、

現
に
居
住
し
て
い
る
人
で
す
。

投 票 日 1 2 月 1 6 日 （日）
（公示日は、12月４日）

投票時間 午前７時から午後６時まで

投 票 所 あなたの入場券をご覧ください

選挙に関するお問い合わせは

津別町選挙管理委員会（役場議事堂１階町民懇談室）
† ７６－２１５５

期
日
前
投
票
と
不
在
者
投
票
を
実
施

期
間
は
、
12
月
５
日
か
ら
12
月
15
日
ま
で

先に衆議院議員選挙の小選挙区の投票をします　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次に比例代表選挙と最高裁判所裁判官国民審査の投票をします

投
票
の
順
序

受　付

受付で入場券
を提示する

投票用紙の交付

小選挙区の投票用紙をもらう

小選挙区の記載

候補者個人名を書く

投　票

入場券は持ったまま

身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る

た
め
、
投
票
所
へ
行
く
こ
と
の
で

き
な
い
人
は
、
自
宅
で
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
制
度
を

利
用
さ
れ
る
人
は
、
選
挙
管
理
委

員
会
か
ら
事
前
に
「
郵
便
等
投
票

証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
す
で
に
交
付
を
受

け
て
い
る
方
は
、
証
明
書
の
有
効

期
限
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
票
は
、
即
日
開
票
で
当
日
の

午
後
８
時
か
ら
中
央
公
民
館
で
行

い
ま
す
。

一
般
参
観
人
の
入
場
は
、
午
後
７

時
30
分
の
予
定
で
す
。
会
場
で
参
観

人
名
簿
に
記
入
し
、
所
定
の
場
所
で

静
か
に
参
観
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
の
場
所

津
別
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
役

場
議
事
堂
１
階
の
町
民
懇
談
室
）

平
成
24
年
９
月
４
日
以
降
に
ほ

か
の
市
町
村
か
ら
津
別
町
へ
転
入

し
て
住
民
登
録
し
、
引
き
続
き
住

ん
で
い
る
人
は
、
以
前
住
ん
で
い

た
市
町
村
で
投
票
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

投
票
す
る
方
法
は
、

q
直
接
投
票
に
行
く→

選
挙
当
日

に
、
以
前
住
ん
で
い
た
市
町
村

に
行
き
投
票
し
ま
す
。
同
様
に
、

事
前
に
行
っ
て
期
日
前
投
票
も

で
き
ま
す
。

w
郵
便
で
請
求
す
る→

以
前
住
ん

で
い
た
市
町
村
の
選
挙
管
理
委

員
会
に
投
票
用
紙
を
請
求
し
、

津
別
町
で
投
票
し
ま
す
。
こ
の

方
法
は
数
日
を
要
し
ま
す
の
で
、

請
求
は
早
め
に
し
ま
し
ょ
う
。

期
日
前
投
票
は
、
仕
事
や
旅

行
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
投
票
日
に

投
票
で
き
な
い
人
が
、
事
前
に

投
票
を
済
ま
せ
て
お
く
制
度
で

す
。
手
続
き
も
簡
単
で
印
鑑
も

必
要
と
し
ま
せ
ん
の
で
、
投
票

日
に
旅
行
な
ど
予
定
さ
れ
て
い

る
方
は
、
棄
権
し
な
い
よ
う
事

前
に
期
日
前
投
票
を
し
て
お
く

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

投
票
の
で
き
る
期
間

衆
議
院
議
員
選
挙
…
12
月
５
日

か
ら
12
月
15
日
ま
で
の
毎
日

国
民
審
査
…
12
月
９
日
か
ら

12
月
15
日
ま
で
の
毎
日

投
票
で
き
る
時
間

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時

ま
で

衆
議
院
は
12
月
５
日
か
ら

国
民
審
査
は
12
月
９
日
か
ら

町
内
で
投
票
で
き
な
い
人
は

不
在
者
投
票
の
活
用
を

午
後
８
時
か
ら

中
央
公
民
館
で
実
施

開
票
は
、

即
日
開
票
し
ま
す

選
挙
管
理
委
員
会
が

事
前
に
証
明
書
を
発
行

重
度
の
障
が
い
の

方
は
自
宅
で
投
票

投
票
日
に
用
事
の
あ
る
人
は

期
日
前
投
票
の
活
用
を

津
別
町
の
投
票
所
で
投
票
で
き

る
人
は
、

q
平
成
24
年
９
月
３
日
ま
で
に
津

別
町
に
住
民
登
録
さ
れ
、
引
き

続
き
町
内
に
住
ん
で
い
る
人
。

w
平
成
４
年
12
月
17
日
以
前
に
生

ま
れ
引
き
続
き
町
内
に
住
ん
で

い
る
人
。

投
票
時
間
は
、
午
前
７
時
か
ら

午
後
６
時
ま
で
で
す
。

投
票
場
所
は
、
あ
な
た
の
入
場

券
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。
必
ず
確

か
め
ま
し
ょ
う
。

は
じ
め
に
、
小
選
挙
区
選
出
議

員
選
挙
（
小
選
挙
区
）
の
投
票
を

行
い
ま
す
。

オ
レ
ン
ジ
色
紙
に
黒
色
イ
ン
ク

刷
り
の
投
票
用
紙
に
「
候
補
者
の

名
前
」
を
記
入
し
ま
す
。

次
に
、
比
例
代
表
選
出
議
員
選

挙
（
比
例
代
表
）
と
最
高
裁
判
所

裁
判
官
国
民
審
査
の
投
票
を
同
時

に
行
い
ま
す
。

比
例
代
表
は
、
薄
い
青
色
紙
に

赤
イ
ン
ク
刷
り
の
投
票
用
紙
に

「
政
党
名
や
そ
の
他
の
政
治
団
体

名
」
を
記
入
し
ま
す
。

国
民
審
査
は
、
白
色
紙
に
黒
色

イ
ン
ク
刷
り
で
裁
判
官
の
名
前
が

書
い
て
あ
り
ま
す
。「
辞
め
さ
せ
た

方
が
よ
い
」
と
思
う
裁
判
官
に
は
、

そ
の
名
前
の
上
の
欄
に
×
印
を
書

き
ま
す
。「
辞
め
さ
せ
な
く
て
よ
い
」

と
思
う
裁
判
官
に
は
、
何
も
書
か

な
い
で
く
だ
さ
い
。
×
以
外
の
記

号
（
○
や
△
）
を
書
く
と
無
効
で

す
。

q
入
場
券
は
、
あ
な
た
が
選
挙
人

で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で

あ
る
と
共
に
、
受
付
や
投
票
用
紙

交
付
の
整
理
券
で
も
あ
り
ま
す
。

忘
れ
ず
に
持
参
し
ま
し
ょ
う
。

w
衆
議
院
議
員
選
挙
で
は
、
候
補

者
個
人
の
名
前
を
書
く
投
票
と
、

政
党
名
な
ど
を
書
く
投
票
が
あ
り

ま
す
。
間
違
っ
て
書
く
と
無
効
に

な
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
時
間
は
午
前
７
時
か
ら

午
後
６
時
ま
で

最
初
は
衆
議
院
議
員

小
選
挙
区
の
投
票
で
す

次
に
比
例
代
表
と

国
民
審
査
の
投
票
で
す

投
票
の
注
意

この一票　わたしが政治の主役です

棄権せず　投票に行きましょう！



11
月
６
日
、
町
民
会
館
で
わ
ん
ぱ
く
キ
ッ
ズ
の

調
理
実
習
が
行
わ
れ
、
保
護
者
12
名
、
子
ど
も
16

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

調
理
の
主
役
は
、
Ｊ
Ａ
青
年
部
（
竹
原
宏
太
郎

部
長
）
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
カ
ボ
チ
ャ
８
キ
ロ
。
ロ

ロ
ン
と
い
う
品
種
の
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
の
よ
う
な

形
を
し
た
カ
ボ
チ
ャ
で
、
甘
み
が
強
い
特
徴
を
生

か
し
て
カ
ボ
チ
ャ
団
子
を
作
り
ま
し
た
。

試
食
の
感
想
は

「
甘
く
ホ
ク
ホ
ク
し

て
お
い
し
い
」
と
、

み
な
さ
ん
に
大
好

評
で
し
た
。

Ｊ
Ａ
青
年
部
か
ら
カ
ボ
チ
ャ
の
寄
贈

わ
ん
ぱ
く
キ
ッ
ズ
の
調
理
実
習
で
利
用

笠
康
三
郎
氏
を
招
い
て

タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
実
施

10
月
26
日
、
津
別
小
学
校
の
５
年

生
ク
ラ
ス
で
「
シ
ジ
ミ
出
前
授
業
」

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

網
走
湖
産
の
シ
ジ
ミ
を
通
じ
て
、

流
域
の
つ
な
が
り
や
河
川
環
境
の
大

切
さ
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
、
網
走

川
流
域
農
業
・
漁
業
連
携
推
進
協
議

会
の
協
力
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

授
業
で
は
、
西
網
走
漁
協
の
方
が

シ
ジ
ミ
の
生
態
や
環
境
の
変
化
に
よ

る
影
響
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
説
明

し
、
子
ど
も
た
ち
は
身
近
な
食
材
の

話
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
日
は
、
西
網
走
漁
協
か
ら
シ
ジ

ミ
が
、
Ｊ
Ａ
つ
べ
つ
か
ら
ジ
ャ
ガ
イ

モ
と
ニ
ン
ジ
ン
が
提
供
さ
れ
、
町
内

小
中
学
校
の
給
食
に
出
さ
れ
ま
し
た
。

網
走
川
流
域
の
つ
な
が
り
を
学
ぶ

津
別
小
学
校
で
シ
ジ
ミ
出
前
授
業

11
月
８
日
、
笠
康
三
郎
氏
（
フ
ラ
ワ

ー
マ
ス
タ
ー
認
定
講
習
会
講
師
、
有
限

会
社
緑
花
計
画
代
表
取
締
役
）
を
講
師

に
招
い
て
、
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

笠
氏
と
一
緒
に
ま
ち
な
か
団
地
や
国

道
２
４
０
号
沿
い
な
ど
の
市
街
地
を
歩

き
、
花
と
緑
を
生
か
し
た
景
観
づ
く
り

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
も
の
で
、
参

加
者
は
、
住
環
境
に
お
け
る
樹
木
や
花

の
重
要
性
な
ど
を
熱
心
に
説
明
す
る
笠

氏
の
言
葉
に
、
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

夕
方
か
ら
は
場
所
を
移
し
て
、
全
体

講
評
や
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
花
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
積
極
的
な
意
見
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

美
幌
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
福
谷
和
夫
会
長
）

か
ら
望
岳
苑
斎
場
に
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
１
台
（
乳

児
用
の
衣
類
・
お
む
つ
替
え
台
座
＝
15
万
円
相

当
）
が
寄
贈
さ
れ
、
10
月
23
日
、
現
地
で
受
領

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
ク
ラ
ブ
の
創
立
50
周
年
事
業
の
一
環
と
し

て
会
員
か
ら
資
金
を
募
り
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、

受
領
式
に
は
美
幌
・
津
別
広
域
事
務
組
合
側
か

ら
管
理
者
の
土
谷
耕
治
美
幌
町
長
と
佐
藤
多
一

津
別
町
長

が
出
席
し

ま
し
た
。

ベ
ビ
ー

シ
ー
ト
は
、

か
ね
て
よ

り
利
用
者

の
希
望
が

多
か
っ
た

多
目
的
ト

イ
レ
内
に

設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

美
幌
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
よ
り
寄
贈

望
岳
苑
斎
場
に
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
設
置

10
月
28
日
、
中
央
公
民
館
で
リ
コ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ

ー
コ
ン
サ
ー
ト
（
主
催
・
津
別
町
民
芸
術
劇
場
、
津

別
町
教
育
委
員
会
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
５
回
目

を
迎
え
た
、
つ
べ
つ
リ
コ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
の
成
果

を
発
表
す
る
舞
台
と
し
て
お
な
じ
み
の
催
し
で
す
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
謡
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
イ
ズ
・

ワ
イ
ド
」
で
幕
を
開
け
た
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
リ
コ

ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
者
た
ち
が
息
の
合
っ
た
華

麗
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
披
露
。
グ
リ
ー
ク
の
名
曲
や
、

ド
ラ
マ
「
坂
の
上
の
雲
」
の
主
題
曲
な
ど
バ
ラ
エ
テ

ィ
に
富
ん
だ
選
曲
で
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

後
半
に
は
、
金
子
健
治
氏
ら
４
人
の
講
師
に
よ
る

演
奏
も
行
わ
れ
、
聴
衆
は
清
ら
か
な
音
色
に
聴
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

11
月
１
日
、
中
央
公
民
館
で
津
別
町

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
演
芸
交
流
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
演
に
先
立
ち
、
長
く
老
人
ク
ラ
ブ

の
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
へ
の
感
謝

状
及
び
表
彰
状
の
贈
呈
や
、
美
幌
消
費

者
協
会
会
長
・
白
石
さ
よ
さ
ん
に
よ
る

「
消
費
生
活
上
の
ト
ラ
ブ
ル
の
事
例
や
対

処
方
法
！
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

延
べ
60
人
あ
ま
り
が
出
演
し
た
演
芸

交
流
会
で
は
、
詩
吟
、
舞
踊
、
カ
ラ
オ

ケ
な
ど
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
て
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
ス
テ
ー
ジ
を

披
露
。
２
０
０
人
を
超
え
る
観
客
か
ら

は
、
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
披
露

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
演
芸
交
流
会

清
ら
か
な
音
色
に
聴
き
入
る

リ
コ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

10
月
25
日
、
丸
玉
産
業
（株）
で
２
０
０

名
あ
ま
り
の
従
業
員
が
参
加
し
て
の
、

大
規
模
な
消
防
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

工
場
内
か
ら
出
火
し
負
傷
者
が
１
名

出
て
い
る
、
と
い
う
設
定
で
行
わ
れ
た

訓
練
で
は
、
消
防
署
へ
の
素
早
く
確
実

な
通
報
、
負
傷
者
の
運
搬
、
従
業
員
の

安
全
な
場
所
へ
の
避
難
、
放
水
訓
練
な

ど
が
本
番
さ
な
が
ら
の
真
剣
さ
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

従
業
員
の
避
難
所
と
し
て
設
定
さ
れ

た
倉
庫
で
は
、
救
急
車
の
誘
導
、
避
難

人
数
の
確
認
な
ど
も
行
わ
れ
、
参
加
者

た
ち
は
防
火
意
識
を
徹
底
す
る
と
と
も

に
、
も
し
も
の
と
き
の
安
全
な
避
難
に

備
え
て
い
ま
し
た
。

も
し
も
の
と
き
に
備
え
て

丸
玉
産
業
で
大
規
模
な
消
防
訓
練

11
月
３
日
（
文
化
の
日
）、
中
央
公
民
館
に
お
い

て
、
町
の
発
展
や
振
興
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た

方
々
を
表
彰
す
る
、
平
成
24
年
度
功
労
者
・
善
行

者
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
自
治
、
産
業
開
発
、
社
会
福
祉
、
教

育
文
化
功
労
及
び
善
行
で
功
績
が
あ
っ
た
４
氏
１

法
人
が
受
賞
し
、
佐
藤
多
一
町
長
が
受
賞
者
一
人

ひ
と
り
に
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
乃
村
吉
春
さ
ん
か
ら
「
身

に
余
る
光
栄
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
発
展
に

尽
く
し
た
い
」
と
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

受
賞
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
（
受
賞

者
の
詳
細
は
、
広
報

つ
べ
つ
11
月
号
で
紹

介
し
て
い
ま
す
）。

まちづくりの功績を称えて

平成24年度功労者・善行者表彰式を実施

左から乃村吉春さん、山田照夫さん、佐藤町長、中川孝敏さん、丸

玉産業・成田昇工場長布瀬勝明さん



愛
林
の
ま
ち
・
津
別
町
の
木
工
作
品
展
「
２
０
１
２
津
別
ウ
ッ
ド
ク
ラ
フ
ト
展
」。

テ
ー
マ
は
『
あ
っ
た
ら
い
い
な
ぁ
、
こ
ん
な
も
の
』
で
す
。
町
内
外
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
力
作
の
中
か
ら
、
部
門
別
の
最
優
秀
作
品
３
点
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
※
最
優
秀
賞
の

作
品
は
木
材
工
芸
館
で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
（
子
ど
も
の
部
の
２
作
品
は
平
成
25
年
10
月
ま
で
展
示
）。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
募
集
）
の
実
施

大人の部最優秀賞　
「香り」

弘田　政志さん（網走市）

【講評】

木材を使って花を表現し、

香りの商品につなげている力

作です。全体的なバランスも

良く、高度な技術で作られて

います。

町
と
台
湾
彰
化
県
二
水
郷

（
郷
は
町
の
意
味
）
は
、
さ
ら
な

る
交
流
を
深
め
る
た
め
に
友
好

都
市
の
調
印
を
行
い
ま
し
た
。

調
印
式
は
10
月
８
日
に
二
水

郷
公
所
（
役
場
）
で
行
わ
れ
、

町
か
ら
は
町
長
、
議
長
の
ほ
か
、

平
成
20
年
に
道
内
で
初
め
て
設

立
さ
れ
た
津
別
町
日
台
親
善
協

会
の
会
員
な
ど
、
16
名
が
出
席

し
ま
し
た
。

調
印
式
で
は
、
二

水
郷
の
許
郷
長
が
日

本
語
で
「
友
好
都
市

を
結
ぶ
こ
と
が
で
き

て
本
当
に
う
れ
し

い
。
文
化
や
青
少
年

の
交
流
を
続
け
て
友

好
関
係
を
さ
ら
に
発

展
さ
せ
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
佐
藤
町
長

は
「
ま
ず
中
学
生
同

士
の
交
流
か
ら
始
め

た
い
。
二
水
郷
の
皆

さ
ん
に
、
津
別
町
に

お
越
し
い
た
だ
き
た

い
」
と
述
べ
、
こ
の

後
、
協
定
書
に
調
印

し
ま
し
た
。

本
町
と
二
水
郷
は
、

平
成
19
年
に
相
互
の
訪
問
が
始
ま

っ
て
以
来
、
二
水
郷
の
伝
統
的
な

「
砲
水
祭
」
や
本
町
の
「
冬
ま
つ

り
」
へ
の
参
加
な
ど
交
流
の
芽
を

着
実
に
育
ん
で
き
ま
し
た
。

友
好
都
市
提
携
を
契
機
と
し

て
、
相
互
の
理
解
と
友
好
を
さ
ら

に
深
め
、
民
間
交
流
を
推
進
し
な

が
ら
、
交
流
の
幅
を
広
げ
て
い
き

ま
す
。

一
層
の
友
好
発
展
へ

台
湾
二
水
郷
と
友
好
都
市
提
携
調
印
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民館、生活改善センター（町民会館）、多目的活動センター（さんさん館）に設置しています。

提出方法 q郵送　wＦＡＸ　eＥメール　r役場建設課（案件１から案件３）、保健福祉課（案

件４から案件５）へ持参

※電話での受付はいたしません。

注意事項 ・いただいたご意見については、個別に回答いたしません。

・提出いただいたご意見の概要とそれに対する考え方については、公表いたします。

ご意見を公表させていただく場合は、個人情報に十分配慮いたします。

提出・問い合わせ先 〒092－0292 津別町字幸町41番地

†76－2151 ＦＡＸ76－2976

【案件１から案件３】建設課道路車両グループ（内線249）

【案件４から案件５】保健福祉課介護福祉グループ（内線230）

「
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の

改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に

関
す
る
法
律
（
い
わ
ゆ
る
『
地
域
主
権
一
括
法
』）」

に
よ
り
道
路
法
や
介
護
保
険
法
等
の
一
部
改
正
が

行
わ
れ
、
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま

し
た
（
一
部
、
１
年
間
の
経
過
措
置
が
あ
り
ま
す
）。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
政
令

や
省
令
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
た
基
準
等
に
つ
い

て
、
各
自
治
体
の
条
例
で
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
も
あ
り
、
津
別
町
と
し
て
条
例
制
定
に
向

け
た
考
え
方
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
広
く

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

案
件
１

（
仮
称
）
津
別
町
道
路
構
造
条
例
及
び

施
行
規
則

案
件
２

（
仮
称
）
津
別
町
道
路
標
識
条
例

案
件
３

（
仮
称
）
津
別
町
道
路
移
動
等
円
滑
化

基
準
条
例
　

案
件
４

（
仮
称
）
津
別
町
指
定
地
域
密
着
型
サ

ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

案
件
５

（
仮
称
）
津
別
町
指
定
地
域
密
着
型
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設

備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防

の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

～意見の提出について～

国民年金保険料の納付は、口座振替がおトクです
国民年金保険料の納付には、口座振替がご利用になれます。

口座振替をご利用されますと、保険料が自動的に引き落とされるので金融機関などに行く手間が省けるうえ、納め忘

れもなくとても便利です。

また、口座振替には、当月分保険料を当月末に引き落としさせていただくことにより月々50円割引される早割制度や、

現金納付よりも割引額が多い６ヶ月前納・１年前納もあり、大変お得です。

☆☆お申し込み方法☆☆

◎口座振替申出書に必要な事項を記入・押印（金融機関の届出印）し、お近くの年金事務所の窓口にお申し込みされる　

か、金融機関窓口にご提出いただいても結構です。

※口座振替申出書については、役場：戸籍年金窓口に備え付けてありますので申し出ください。

◎前納のお申し込みは、q１年度分及び上期６か月分（４月分～９月分）は２月末までに、また、w下期６か月分

（10月分～翌年３月分）は８月末までに、お近くの年金事務所か役場戸籍年金担当窓口まで申し込みください。

※上記申し込みの際に、納付書又は年金手帳、通帳、金融機関届出印を持参願います。

問い合わせ先　保健福祉課戸籍年金担当　† 76－2151（内線222、223）

北見年金事務所　† 0157－25－9635 年金ダイヤル　† 0570－05－1165

津別ウッドクラフト展津別ウッドクラフト展2012

～最優秀作品紹介～～最優秀作品紹介～

子供シニアの部最優秀賞
「森の中のペンスタンド」

子供ジュニアの部最優秀賞
「便利なペンたて」

兼平大地さん（津別町） 兼平航志さん（津別町）

【講評】

デザインがバランス良く

まとまっています。加工技

術も上手です。

【講評】

写真も飾れる、車輪がつい

ていて安定性もあるなど、機

能性があってしっかり作られ

ています。



こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
や
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
が
多
く

な
る
時
期
で
す
。

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
経
路
に
は
、
く
し

ゃ
み
や
咳
に
よ
る
「
飛
沫
感
染
」、
空

気
中
に
漂
う
病
原
体
を
吸
い
込
む
「
空

気
感
染
」、
自
分
の
手
を
介
し
た
「
接

触
感
染
」
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
ら
の
感
染
を
予
防
す
る
に
は
、

q
手
洗
い
w
う
が
い
e
マ
ス
ク
の
着

用
な
ど
が
効
果
的
で
、
皆
さ
ん
も
日
々

実
行
さ
れ
て
い
る
と
は
思
い
ま
す
が
、

改
め
て
〔
プ
ロ
の
手
洗
い
ポ
イ
ン
ト
〕

を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

し
っ
か
り
と
泡
立
て
る
こ
と
で
、
手

全
体
や
手
の
し
わ
な
ど
に
石
け
ん
液
が

い
き
わ
た
り
ま
す
。

プ
ロ
の
手
洗
い
（
※
下
図
）
を
行
う

と
30
秒
か
か
り
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
は
親
指
や
指
先
に
付
着
し

て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

２
回
洗
う
こ
と
で
、
ウ
イ
ル
ス
の
除

去
効
果
が
上
が
る
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ

り
ま
す
。

津
別
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
の
理

事
と
し
て
、
競
技
の
普
及
や
大
会
の

運
営
な
ど
に
携
わ
る
糸
尾
健
一
さ
ん
。

屋
内
競
技
場
で
通
年
行
わ
れ
る
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
に
加
え
、
春
か
ら
秋
に
か

け
て
は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
に
も
熱
心
に

取
り
組
み
、
午
前
中
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
、
午
後
は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
と
い
う

こ
と
も
し
ば
し
ば
と
い
う
元
気
な
方

で
す
。

「
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
団
体
競
技
、
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
は
個
人
競
技
。
そ
れ
ぞ

れ
違
う
面
白
さ
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち

ら
か
と
言
え
ば
私
に
は
パ
ー
ク
が
性

に
合
っ
て
る
か
な
（
笑
）」

北
見
市
生
ま
れ
の
糸
尾
さ
ん
は
、

ご
両
親
の
仕
事
の
関
係
で
道
内
各
地

を
移
り
住
ん
だ
後
、
美
幌
町
栄
森
に

落
ち
着
き
ま
す
。
栄
森
小
中
学
校
を

卒
業
し
た
糸
尾
さ
ん
は
、
実
家
の
農

業
を
継
ぎ
ま
す
が
「
畑
に
は
馬
と
耕

運
機
ぐ
ら
い
し
か
な
い
か
ら
、
兼
業

で
山
仕
事
も
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
」

と
、
当
時
の
苦
労
を
振
り
返
り
ま
す
。

農
家
と
山
仕
事
の
兼
業
に
区
切
り

を
つ
け
た
の
は
、
昭
和
50
年
代
の
こ

と
。
津
別
に
移
り
住
ん
で
そ
れ
ま
で

も
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
長
良
木
材

に
勤
め
る
こ
と
に
な
り
、
山
一
筋
の

生
活
が
始
ま
り
ま
す
。

糸
尾
さ
ん
が
山
仕
事
で
長
く
携
わ

っ
た
の
は
、
木
を
最
初
に
切
り
倒
す

伐
倒
。
夏
も
冬
も
な
く
山
に
入
り
、

足
場
の
悪
い
と
こ
ろ
で
作
業
す
る
危

険
な
仕
事
で
す
が
、「
ケ
ガ
す
る
こ
と

も
あ
っ
た
け
ど
、
な
ん
と
か
60
過
ぎ

ま
で
現
場
で
働
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
話
し
ま
す
。

仕
事
を
引
退
後
は
、
自
治
会
や
老

人
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
。

現
在
も
柏
町
自
治
会
の
交
通
安
全

部
長
と
し
て
街
頭
啓
発
に
立
っ
た
り
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
環
境
部
長
と
し
て
、

地
域
に
芝
桜
を
植
え
る
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

な
に
か
と
多
忙
な
糸
尾
さ
ん
で
す

が
、「
体
が
続
く
か
ぎ
り
は
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
、
ま
だ
ま
だ
お

元
気
の
よ
う
で
す
。

いとお　けんいちさん／昭和10年３月、北見市生まれ／77歳／柏町在住

さ
ん

仕
事
を
引
退
後
も

活
動
的
に
過
ご
す

糸
尾
　
健
一

【416】

国
税
電
子
申
告
納
税
シ
ス
テ

ム
・
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
（
ｅ
‐

Ｔ
ａ
ｘ
）
の
ご
利
用
を

問い合わせ先　保健福祉課　健康推進担当　†76－2151（内線332）

今
年
４
月
、
新
任
教
員
と
し
て
津
別

高
校
に
着
任
し
た
佐
々
木
裕
美
先
生
。

国
語
科
を
担
当
し
２
年
生
に
古
典
講
読
、

３
年
生
に
現
代
文
を
教
え
て
い
ま
す
。

札
幌
で
生
ま
れ
育
っ
た
佐
々
木
先
生

は
、
藤
女
子
大
学
文
学
部
を
卒
業
後
、

３
年
間
の
税
理
士
事
務
所
勤
務
を
経
て

念
願
の
教
職
に
就
き
ま
し
た
。

「
国
語
教
師
を
志
し
た
の
は
、
中
学
校

の
国
語
の
先
生
に
和
歌
の
魅
力
を
教
わ

り
、
日
本
語
の
美
し
さ
や
面
白
さ
に
興

味
を
持
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

日
本
語
の
良
さ
を
多
く
の
人
に
伝
え
た

い
と
思
い
ま
し
た
」。

最
初
に
教
壇
に
立
っ
た
と
き
は
、
そ

れ
ま
で
の
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
う
仕
事
と

違
い
、
眼
の
前
の
生
徒
た
ち
か
ら
す
ぐ

に
反
応
が
あ
る
こ
と
が
新
鮮
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
「
今
は
毎
日
が
勉
強
で
、

日
々
の
積
み
重
ね
が
大
切
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
面
白
く
て
魅
力
の
あ
る
授
業

で
、
生
徒
の
心
に
残
る
よ
う
な
先
生
に

な
る
こ
と
が
目
標
で
す
」
と
、
抱
負
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

最
初
の
赴
任
地
で
あ
る
津
別
は
、

「
山
に
囲
ま
れ
て
い
る
た
め
、
季
節
の

変
化
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
」
こ
と
が

印
象
的
と
の
こ
と
で
す
。

生
徒
の
心
に
残
る
授
業
を
目
指
し
て

佐
々
木
　
裕
美
　
さ
ん

ささき　ゆみさん／昭和61年５月生まれ／津別高等

学校勤務／共和在住

上
手
な
手
洗
い
で

感
染
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

問い合わせ先 †76－2151税務担当（220・221）
収納担当（218）

イータックスホームページ　http://www.e-tax.nta.go.jp

手
洗
い
ポ
イ
ン
ト
　
そ
の
一

し
っ
か
り
と
石
け
ん(

液)

を

泡
立
て
る
こ
と
！

手
洗
い
ポ
イ
ン
ト
　
そ
の
二

30
秒
の
手
洗
い
！

手
洗
い
ポ
イ
ン
ト
　
そ
の
三

２
回
手
洗
い
の
実
施
！

自
宅
で
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て
国
税
の
申
告
、

納
税
等
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
イ
ー
タ
ッ
ク
ス

（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
手
続

き
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

q
電
子
証
明
書
（
役
場
戸
籍
年
金
担
当
窓
口
で

電
子
証
明
書
を
記
録
し
た
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド<

カ
ー
ド
５
０
０
円
、
公
的
個
人
認
証

機
能
追
加
で
５
０
０
円
、
合
計
１
０
０
０
円>

）

を
取
得
し
、
電
子
証
明
書
を
読
み
込
む
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
（
電
器
店
等
で
３
０

０
０
円
程
度
）
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

w
開
始
届
出
書
を
提
出
し
、
利
用
者
識
別
番
号

等
を
取
得
し
て
く
だ
さ
い
（
開
始
届
出
書
は
、

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
で
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
、
利
用
者
識
別

番
号
等
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
発
行
さ
れ
ま
す
）。

e
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
初
期
登
録
、

そ
の
ま
ま
申
告
デ
ー
タ
を
作
成
し
、
ｅ
‐
Ｔ

ａ
ｘ
へ
送
信
し
電
子
申
告
を
終
了
し
ま
す
。

イ
ー
タ
ッ
ク
ス
を
利
用
し
て
申
告
を
す
る
と
、

そ
の
適
用
を
受
け
る
年
分
に
応
じ
平
成
24
年
分

は
３
０
０
０
円
（
そ
の
年
分
の
所
得
税
額
を
限

度
と
し
平
成
19
年
分
か
ら
平
成
24
年
分
ま
で
の

い
ず
れ
か
一
回
）
の
税
額
控
除
（
期
限
内
申
告

に
限
る
）
が
で
き
ま
す
。
年
末
調
整
が
済
ん
だ

方
で
も
こ
の
税
額
控
除
の
み
の
申
告
も
可
能
で

す
。
ま
た
、
医
療
費
の
領
収
書
や
源
泉
徴
収
票

等
の
添
付
を
省
略
で
き
ま
す
（
こ
れ
ら
の
書
類

は
申
告
者
が
保
存
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
）。

詳
し
く
は
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。



津
別
町
で
は
、
中
学
生
ま
で
の

子
ど
も
の
病
気
や
ケ
ガ
等
の
医
療

費
を
、
初
診
時
一
部
負
担
金
以
外

全
額
助
成
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
小
中
学
校
内
（
登
下
校

含
む
）
で
発
生
し
た
事
故
の
ケ
ガ

に
つ
い
て
は
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振

興
セ
ン
タ
ー
の
災
害
保
険
を
適
用

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
役

場
健
康
医
療
グ
ル
ー
プ
窓
口
に
は

申
請
書
を
提
出
せ
ず
、
小
中
学
校

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
、
通
常

ど
お
り
健
康
医
療
グ
ル
ー
プ
o
番

窓
口
に
、
申
請
書
と
領
収
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課

健
康
医
療
グ
ル
ー
プ
国
保
担
当

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
２
９
）

10
月
23
日
に
実
施
し
た
３
歳
児

健
診
で
、
む
し
歯
が
ゼ
ロ
の
お
友

だ
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

迫
田
　
美
友
み
ゆ

ち
ゃ
ん
（
大
昭
）

藤
原
　
偉
月
い
つ
き

く
ん
（
美
都
）

中
村
　
美
月
み
づ
き

ち
ゃ
ん
（
旭
町
）

田
中
　
陽
葉
ひ
よ

ち
ゃ
ん
（
活
汲
）

眞
鍋
　
清
花

さ
や
か

ち
ゃ
ん
（
岩
富
）

西
村
　
官
大
郎

か
ん
た
ろ
う

く
ん
（
共
和
）

川
村
　
莉
子
り
こ

ち
ゃ
ん
（
共
和
）

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
健
康
医
療
グ
ル
ー
プ

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
３
１
）

12
月
１
日
は
「
世
界
エ
イ
ズ
デ

ー
」
で
す
。
北
見
保
健
所
で
は
、

毎
月
２
回
、
無
料
・
匿
名
で
エ
イ

ズ
検
査
・
相
談
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
検
査
は
予
約
制
で
、
午
後
７

時
ま
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

検
査
日
程
は
電
話
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

自
分
の
た
め
に
、
大
切
な
人
の

た
め
に
エ
イ
ズ
検
査
を
受
け
て
み

ま
せ
ん
か
？

北
見
保
健
所
エ
イ
ズ
相
談
専
用
電
話

†
０
１
５
７-

31-

８
１
２
０

（
受
付
時
間
　
午
前
８
時
45
分
　

〜
午
後
５
時
30
分
）

広
報
10
月
号
で
津
別
町
の
花
壇

コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
団
体
を
紹
介

し
ま
し
た
が
、
そ
の
中
か
ら
２
花

壇
が
「
第
40
回
北
海
道
花
い
っ
ぱ

い
コ
ン
ク
ー
ル
（
主
催
・
公
益
財

団
法
人
北
海
道
地
域
活
動
振
興
協

会
）」
で
入
賞
し
ま
し
た
。

津
別
町
花
の
ま
ち
推
進
協
議
会

の
推
薦
を
受
け
て
応
募
し
た

も
の
で
、
同
コ
ン
ク
ー
ル
の

職
場
・
地
域
の
部
19
点
の
中

か
ら
、
活
汲
中
央
自
治
会
が

最
優
秀
賞
に
、
柏
町
自
治
会

が
優
良
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

入
賞
団
体
の
花
壇
は
、
下

記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。

法
務
省
・
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
は
、
第
64
回
人
権
週
間

（
12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
）
に
ち

な
ん
で
「
特
設
な
ん
で
も
相
談
所
」

を
開
設
し
ま
す
。

不
当
な
差
別
、
職
場
・
学
校
で

の
い
じ
め
、
隣
近
所
の
ト
ラ
ブ
ル
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
誹
謗
中
傷
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
な
ど
で
お

悩
み
の
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時

12
月
６
日
（
木
）

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

会
場

林
業
研
修
会
館
１
階
図
書
室

相
談
員

津
別
町
人
権
擁
護
委
員
　

（
修
田
建
惠
、
鷹
觜
と
し
子
）

問
い
合
わ
せ
先

釧
路
地
方
法
務
局
北
見
支
局
　
　

†
０
１
５
７-

23-

６
１
６
６

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
は
、

国
税
に
関
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
の
税
務
相
談
室
で
す
。

よ
く
あ
る
ご
質
問
に
対
す
る

回
答
を
税
金
の
種
類
ご
と
に

調
べ
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、

キ
ー
ワ
ー
ド
に
よ
る
検
索
も

で
き
ま
す
。
下
記
ア
ド
レ
ス
、

ま
た
は
「
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ

ー
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た

が
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て

い
な
い
方
を
探
し
て
い
ま
す
。
以

前
、
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
が
、

ご
自
身
が
林
退
共
へ
加
入
し
て
い

た
か
分
か
ら
な
い
方
に
つ
い
て
も

お
調
べ
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
被
災
さ
れ
た
共
済
契
約
者

及
び
被
共
済
者
の
皆
さ
ま
で
、
各
種

手
続
（
共
済
手
帳
の
紛
失
、
退
職
金

の
請
求
等
）の
必
要
が
生
じ
た
方
は
、

最
寄
り
の
支
部
ま
た
は
本
部
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

独
立
行
政
法
人
　

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
・
林

業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

†
03-

６
７
３
１-

２
８
８
７
　
　

次
の
日
程
で
冬
季
町
民
ス
ポ
ー
ツ

大
会
を
開
催
し
ま
す
。
幼
児
・
一
般

（
高
校
生
含
む
）
は
当
日
の
申
し
込

み
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
多
数
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◎
ス
ケ
ー
ト
大
会

１
月
26
日(

土)

午
後
１
時
30
分
〜

津
別
小
学
校
前
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

◎
ス
キ
ー
大
会

２
月
３
日(

日)

午
前
９
時
〜

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
（
共
和
）

今
年
も
ス
キ
ー
大
会
当
日
に
は
、

元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
川
端
絵

美
さ
ん
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
計

画
中
で
す
。
参
加
取
り
ま
と
め
は
、

各
学
校
を
通
じ
て
ち
ら
し
を
配
布

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

中
央
公
民
館
生
涯
学
習
課
　
　

†
76-

２
７
１
３
　

◎鹿の残滓を放置～津別町～

10月19日、津別町美都の津別川の河川敷に鹿の残滓

が放置されていました。警察では何者かが捕獲して解

体後、放置または投棄したものとみて鳥獣保護法違反

の疑いで捜査をしています。美幌・津別町では10月か

ら鹿猟が解禁され、山にハンターが出入りしています。

このようなマナーの悪いハンターを見かけたらただち

に警察に通報をお願いします。

◎新たな青色防犯パトロール隊の結成～津別町～

10月18日、津別町自治体を母体とする新たな青色防

犯パトロール隊が結成され、林業研修会館において発

足式を行い、美幌警察署長から証明書が交付されまし

た。津別町では２団体目の自主防犯パトロール隊です。

発足式を終了後、既に青色防犯パトロール隊として活

動中の「津別町生活安全推進パトロール連合会」と出

動式を行いました。これからのご活躍を期待します！

地 域 安 全 ニ ュ ー地 域 安 全 ニ ュ ー スス
美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については各防犯協会または警察署にお問い合わせください。

冬
の
交
通
安
全
に
備
え
て

住民企画課

住民企画

グループ

早
い
も
の
で
、
今
年
も
あ
と
１

か
月
。
冬
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
天
候
や
路
面
状
況

の
変
化
に
よ
り
、
ス
リ
ッ
プ
や
視

界
不
良
な
ど
冬
型
の
交
通
事
故
が

多
発
す
る
時
期
に
な
り
ま
す
。

自
動
車
の
、
冬
タ
イ
ヤ
へ
の
点

検
・
交
換
は
お
済
み
で
す
か
？

擦
り
減
っ
て
い
た
り
、
ゴ
ム
が
劣

化
し
て
い
る
な
ど
限
界
が
き
て
い

る
タ
イ
ヤ
で
の
走
行
は
、
事
故
の

原
因
に
な
り
ま
す
。
早
め
の
点
検

と
交
換
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
こ
の
季
節
は
、
降
雪
や
着

氷
で
視
界
が
悪
く
な
り
が
ち
。
良

好
な
視
界
の
確
保
も
必
要
で
す
。

特
に
、
窓
ガ
ラ
ス
が
凍
り
つ
い
た

ま
ま
走
行
す
る
こ
と
は
、
非
常
に

危
険
で
す
。
路
面
状
況
や
天
候
の

変
化
に
合
わ
せ
た
安
全
運
転
が
、

事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
す
。

そ
し
て
、
忘
年
会
な
ど
で
お
酒

の
お
付
き
合
い
の
機
会
も
な
に
か

と
増
え
る
時
期
。
飲
ん
だ
ら
乗
る

な
、
乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
る
な
を
、

お
互
い
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

住民企画グループ　† 76－2151

FAX 76－2976

第
64
回
人
権
週
間
「
特
設
な

ん
で
も
相
談
所
」
を
開
設

冬
季
町
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

ご
案
内

林
業
退
職
金
共
済
制
度(

林
退

共)

か
ら
の
お
知
ら
せ

乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
制

度
の
申
請
方
法
に
つ
い
て

む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち
を

紹
介
し
ま
す

「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」
の

お
知
ら
せ

最
近
の
携
帯
音
楽
プ
レ
イ
ヤ
ー

に
は
簡
単
に
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き

る
も
の
も
あ
り
、
子
ど
も
が
使
う

場
合
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

今
回
の
場
合
、
業
者
へ
の
連
絡

や
支
払
い
は
し
な
い
事
。

ゲ
ー
ム
機
や
テ
レ
ビ
な
ど
か

ら
も
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る
も

の
が
増
え
て
お
り
、
安
易
に
接

続
し
な
い
よ
う
日
頃
か
ら
話
し

合
う
事
が
大
切
で
す
。
フ
ィ
ル

タ
リ
ン
グ
や
ロ
ッ
ク
機
能
を
活

用
し
ま
し
ょ
う
。

《
消
費
生
活
の
ご
相
談
は
》

美
幌
消
費
者
協
会

†
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
72-

０
３
６
６

※
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

Ｑ

産業振興課

商工観光担当

†76－2151

（内線258）

A

携
帯
型
音
楽
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
利
用
で

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
か
ら
の
請
求
が

中
学
生
の
息
子
が
、
携
帯
型

の
音
楽
プ
レ
イ
ヤ
ー
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
、

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
を
し

て
い
た
。

そ
の
宣
伝
画
面
に
「
無

料
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
」
が

あ
っ
て
開
い
た
と
こ
ろ
、

２
〜
３
分
画
像
を
見
た
あ

と
に
、
退
会
の
と
こ
ろ
を

押
し
た
ら
「
登
録
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
「
請

求
額
８
万
円
」
と
い
う
画

面
に
な
り
お
ど
ろ
い
た
。

請
求
は
納
得
で
き
な
い
が
、

支
払
う
必
要
が
あ
る
の
？

国
税
庁
Ｈ
Ｐ
「
タ
ッ
ク
ス
ア
ン

サ
ー
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

Q
Q
&

Q
＆
�

消
費
生
活
相
談
�

北海道被害者相談室では、犯罪

被害者やそのご家族・ご遺族に対

して様々な支援を行っています。
※相談・支援活動は無料です。

※守秘義務を守りますので、安心して　

ご相談ください。

社団法人　北海道家庭生活
総合カウンセリングセンター

北海道被害者相談室

犯罪被害者等支援

http://www.nta.go.jp/taxanswer

町
内
２
花
壇
が
北
海
道
花
い

っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞

今年は「イルミネーション」を中止

毎年12月から市街地（昨年は五差路とさんさ
ん館）で「イルミネーション」を点灯し皆さま
に楽しんでいただいておりますが、今年は、冬
期間の電力供給不足が懸念されており、推進委
員会で協議した結果、中止することとしました。
ご理解くださいますようお願いいたします。

まちなかイルミネーション推進委員会　　
委員長　佐藤　久哉

■電話相談■
†011－232－8740

月曜～金曜(10時～16時)※祝日を除く

◆FAX相談◆
FAX011－211－8151
●メール相談●

http://www.counseling.or.jp

活汲中央自治会

柏町自治会 http://www.fureaizaidan.or.jp/



年
末
年
始
の
町
有
施
設
、
各
種

業
務
は
、
次
の
通
り
お
休
み
い
た

し
ま
す
（
施
設
は
定
休
日
を
含
み

ま
す
）。

木
材
工
芸
館

12
月
30
日
か
ら
１
月
５
日
ま
で

公
衆
浴
場

12
月
31
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で

ま
ち
バ
ス
（
混
乗
ス
ク
ー
ル
バ
ス
）

12
月
30
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で

全
便
運
休
　

ゴ
ミ
収
集

12
月
30
日
か
ら
１
月
４
日
ま
で

※
こ
の
期
間
が
収
集
日
と
な
っ

て
い
る
地
域
の
皆
さ
ん
は
、
次
の

収
集
日
ま
で
ゴ
ミ
を
ご
家
庭
で

保
管
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
　

し
ま
す
。

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
お
よ
び

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

12
月
31
日
か
ら
１
月
４
日
ま
で

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

12
月
31
日
か
ら
１
月
４
日
ま
で

生
ゴ
ミ
の
直
接
搬
入

毎
週
火
曜
日
・
金
曜
日
は
直
接

搬
入
の
指
定
日
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
12
月
29
日
か
ら
１
月
６

日
ま
で
は
休
み
の
た
め
搬
入
は

で
き
ま
せ
ん
。

上
下
水
道
業
務

冬
期
間
の
上
下
水
道
凍
結
は
直

接
業
者
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、年
末
年
始
は
次
の
業
者
が

担
当
し
ま
す
。
１
月
１
日
は
業

者
も
休
み
と
な
り
ま
す
。

・
12
月
29
日
か
ら
31
日
ま
で

(

株
）土
田
電
業
社

†
０
９
０-

９
５
２
１-

５
７
０
９

・
１
月
２
日
か
ら
６
日
ま
で
　

(

株
）清
水
建
設

†
０
９
０-

８
４
２
８-

６
０
３
１

12月は、国民健康保険税 第7期

町道民税第4期の納付月です　　

口座振替をご利用の方は預金口座の残高を確認して

ください。

問い合わせ先 † 76－2151税務担当（内線220・221）
収納担当（内線218）

納期限は12月28日（金）

すいむカードの返却をお願いします

すいむカードを回収して

いますので、お持ちの方は

中央公民館で返却をお願い

します。

問い合わせ先

中央公民館生涯学習課

† 76－2713

役
　
場

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

12月29日～１月６日

中
央
公
民
館
（
図
書
室
）

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー

町
民
会
館

児
童
館

さ
ん
さ
ん
館

12月30日～１月４日

問い合わせ先
（公財）北海道暴力追放センター北見支局

†0157－61－5982

◎暴力団の違法な資金獲得活動の実態周知と
被害防止
◎少年に対する暴力団の影響排除と環境の浄化

運動の重点目標

『冬の暴力追放運動』は、暴力団の根絶によ

って社会・経済活動の健全な発展と青少年の健

全な育成を図り、安全で安心な北海道の実現の

ため、年末・年始の繁忙期と学校の冬休み期間

にあわせ、関係機関の各種活動と連動させなが

ら、道民総ぐるみで実施するものです。

冬の暴力追放運動
（平成24年12月15日～平成25年１月14日）

～節電に関する問い合わせ先～

３月４日(月)～３月８日(金) 16時から21時

12月10日(月)～12月28日(金)

※一昨年と比較して７％以上の節電にご協力くださいます　

ようお願いいたします。

節電をお願いしたい期間・時間帯・量

節電をお願いする期間 節電をお願いする時間帯

平日16時から21時

ほくでんホームページをご覧いただくか、節電専用ダイ

ヤル（通話料無料）までお問い合わせください。

○節電専用ダイヤル　† 0120－009－428

9時～17時（土・日・祝日、12/29～1/3を除く）

１月７日(月)～３月１日(金) 平日８時から21時
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問 い　 合 わ　 せ　 先

北海道後期高齢者医療広域連合
〒060－0062 札幌市中央区南２条西14丁目　　

国保会館６階 †011－290－5601

保健福祉課　健康医療グループ
後期高齢者医療担当
†76－2151（内線229）

◆ 募集案件について

【募集案件】『第２次北海道後期高齢者医療広域連合広域計画（原案）』

について

【募集期間】平成24年12月７日～平成25年１月７日（必着）

◆ 公表する資料について

『第２次北海道後期高齢者医療広域連合広域計画（原案）』

◆ 資料及び募集要領の入手方法について

意見募集の開始日から、北海道後期高齢者医療広域連合ホームページ

(http://iryokouiki-hokkaido.jp)に掲載するとともに、次の場所で配布　

しています。

・北海道後期高齢者医療広域連合（住所については、下記お問い合わせ　

先参照）

・津別町役場　保健福祉課健康医療グループ　後期高齢者医療担当

この第２次広域計画の策定にあたり、次のとおり広く

住民の皆さまからご意見を募集します



▼冬期間に失業される方へ

仕事の都合で冬期間に失業される方

は、厚生年金の加入資格がなくなります。

そのため次のとおり資格の変更が必要

となります。

○本人（60歳未満）

現在　２号（厚生年金等）⇒１号被保　

険者に変更です

○扶養配偶者

現在　３号⇒１号被保険者に変更です

▼必ず届け出をしてください

手続きに必要な書類は次のとおりです。

q離職したことを証する書類　

w年金手帳　

e印鑑

これらを持参し、役場戸籍年金担当の

窓口に届け出をお願いします。

なお、国民年金保険料の免除申請をさ

れる方は、離職票または雇用保険受給資

格者証も必要になります。

この届け出がされないと将来の年金受

給資格を失う場合もあります。忘れずに

届け出をしてください。

年金ミニ知識
問い合わせ　戸籍・年金担当

†76－2151 内線 222、223

「厚生年金」喪失の方へ

●期　間　平成25年１月９日（水）から３月13日（水）

（毎週水曜日午前10時～午前11時30分、合計10回）

●場　所　中央公民館２階研修室

●対　象　町内に在住する60歳以上の方

※ただし、血圧や心臓病などで通院されている方な　

どは主治医に相談してください。

●内　容　ストレッチ、筋肉トレーニング、バランス　

運動、リズム体操、ウォーキング等

●参加費　q65歳以上の方は1,000円

（保険料） w60歳～64歳の方は1,850円

●定　員　20名

●指導員　津別町スポーツ推進委員

生涯学習課職員など

●申し込み　12月14日（金）までに

参加料とともに中央公民館内生涯学習課

†76－2713 へお申し込みください。

■対象者 1992（平成４）年４月２日生まれ～

1993（平成５）年４月１日生まれの方

■日　時 平成25年１月13日（日）

■受　付 午後１時　　　■開　式 午後１時30分　

■場　所 津別町中央公民館　講堂

問い合わせ先 中央公民館生涯学習課 † 76－2713

１：利用期間 １月７日～３月３日

２：利用時間（リフト運行時間）

・スキー連盟などの夜間事業が行われる日は、午後　

９時まで運行します。

（利用者の方は時間を厳守願います）

問い合わせ先 中央公民館生涯学習課　†76－2713

お互い譲り合い、楽しく利用しましょう！

12月22日から31日までの10日間

問い合わせ先　津別消防署　†76－2189

あわただしい年の瀬が近づいています。火災を無

くすため、出かける前、おやすみ前には火の元の確

認をお願いします。

『消すまでは　出ない行かない　離れない』

◎歳末火災防止運動期間

12月22日～31日（広報車による町内啓発広報）

◎サイレン吹鳴

12月26日～30日　午後７時

◎歳末特別警戒運動期間

12月26日～30日（消防団員による町内巡視、

午後8時～午後10時）

※気象状況などにより変更する場合があります。

＜オホーツク総合振興局税務課ホームページ＞
http://www.okhotsk.pref.hokkaido.lg.jp/ts/zim/

オホーツク総合振興局では、12月、３月の各月

を「滞納処分強化月間」として道税の滞納整理に

取り組んでいます。

12月は、自動車税、個人事業税及び不動産取得

税などの道税全てについて滞納整理を進めること

としており、給与や預貯金などの財産差押えを行

います。

まだ、納税がお済みでない方は大至急納税して

ください。納税についてのご相談は、オホーツク

総合振興局税務課納税係へお願いします。

道税の納税には、手続きが簡単で便利な口座振

替がご利用できます。

問い合わせ先 オホーツク総合振興局税務課納税係
†0152-41-0616（直通）

＜全国統一標語＞

�

対象者 初心者及びスケートリンクを１周すること

が出来ない小学生

日　程　平成25年１月９日～11日（３日間）

午前10時～午前11時30分

場　所 津別小学校スケートリンク

参加料　保険料800円

締切日 12月20日（木）まで

申し込み・問い合わせ先

中央公民館生涯学習課 †76-2713

少年少女スケート教室に参加しよう！

・住所や名前が変わったとき

・車を売ったり、買ったりしたとき

・車を使用しなくなったとき

・ナンバープレートを紛失や破損したとき

・北見以外のナンバープレートで使用しているとき

・ローンの支払いが終わったとき

・車検証やステッカーを紛失、破損したとき

・後ろのナンバープレートに封印が付いていないとき

次の場合には、自動車の登録手続き等が必要です。

※なお、詳細については、車検証をお手元に用意してから下記へ

お問い合わせください。

問い合わせ先

北海道運輸局北見運輸支局　登録担当

†050-5540-2007
（音声ガイダンス開始後「026」とプッシュすると、オペレーター

が対応いたします）

平成24年工業統計調査を実施します

工業統計調査は我が国の工業の実態を明らかに
することを目的とした統計法に基づく報告義務が
ある重要な統計です。
調査結果は中小企業施策や地域振興などの基礎
資料として利活用されます。
調査時点は24年12月31日です。
調査票へのご回答をお願いいたします。

経済産業省・都道府県・市区町村

網走開発建設部からのお知らせ

私たちの身近にある農業・農村は、お米や野菜などの生
産の場としての役割を果たしているだけではなく、私たち
の生活に様々な『めぐみ』（多面的機能）をもたらしてい
ます。このパンフレットでは、「農業・農村のめぐみ」に
ついて紹介しています。道の駅「あいおい」に置いている
ほか、北海道開発局HPからもご覧になれます。

「農業・農村のめぐみ」パンフレットを作成しました

問い合わせ先　網走開発建設部土地改良情報対策官
†0152－44－6898

北海道開発局HP http://www.hkd.mlit.go.jp/

足腰鍛えて若返ろう！

寒寒寒寒いいいい冬冬冬冬だだだだかかかかららららここここそそそそ

みみみみんんんんななななでででで運運運運動動動動ししししまままませせせせんんんんかかかか

■申込先 10月末現在で町内に住民票のない方のみ

申し込みが必要です。12月14日（金）ま　　

でに中央公民館生涯学習課へお申し込み　

ください。


